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【各機器の点検状況写真（抜粋）】 

１ 電動弁 

 1）消化槽汚泥投入弁 

 2）消化槽汚泥移送弁 

 3）消化槽汚泥引抜弁 

２ 消化汚泥ポンプ 

３ 消化槽弁操作室床排水ポンプ 

４ 脱硫装置 

５ ガス貯留タンク 
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（1）概 要  

・業 務 名     豊川流域下水道事業の内 

下水道事業長寿命化計画策定業務委託(健全度調査) 

・施設の名称  豊川浄化センター 

・業務場所   豊橋市新西浜町地内 

・業務内容   汚泥消化設備休止機器の点検、調査 

・工   期   平成 23 年 9月 15 日 ～平成 23 年 11 月 30 日 

 

 

（2）業務の目的  

昭和 60 年(1985 年)竣工で平成 13 年(2001 年)より休止中の消化タンク設備の再稼動計画にと

もない、休止中の機器について点検･調査を実施し、使用可否の判定を行う。 

また、再使用可能と思われる機器については修繕項目(交換部品の推奨)を提案する。 

 

 

（3）調査対象機器  

№ 機 器 名 型 式 仕 様 数量 備   考 

1 

消化槽汚泥投入弁 外ネジ式電動仕切弁 φ200 ㎜×0.4KW １台  

消化槽汚泥移送弁 外ネジ式電動仕切弁 φ200 ㎜×0.4KW １台  

消化槽汚泥引抜弁 外ネジ式電動仕切弁 φ200 ㎜×0.4KW ３台  

2 消化汚泥ポンプ 無閉塞型汚泥ポンプ 0.6  /min×20mH １台  

3 床排水ポンプ 水中汚水ポンプ 0.3  /min×8mH ２台  

4 脱硫塔 乾式脱硫装置 処理風量 170  /H １基  

5 ガス貯留タンク 乾式ガスホルダ 容量 2100   １基  

 

 

（4）調査方法  

業務実施計画書（書類№：TSKS-1021）に添付の『機器チェックリスト』に基づき各機器

について、調査･点検を実施。 

・外観目視確認 

・手動操作による動作確認 

・電動操作による運転動作確認（電動操作が可能な機器） 
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（5）調査日および調査者 

№ 機 器 名 製造メーカー 数量 調査日 調査者 

1 

消化槽汚泥投入弁  １台 10 月 13 日  

消化槽汚泥移送弁  １台 〃  

消化槽汚泥引抜弁  ３台 〃  

2 消化汚泥ポンプ  １台 10 月 4 日  

3 床排水ポンプ  ２台 〃  

4 脱硫塔  １基 10 月 5 日  

5 ガス貯留タンク  １基 10月 3～7日  

 

 

 

 

（1）調査･点検結果 

1）点検結果については添付の『機器チェックリスト』を参照ください。 

2）各機器の点検結果及び修繕推奨事項につきましては「(2)調査結果まとめ」を参照ください。 

 

（2）調査結果のまとめ 

1-1）消化槽汚泥投入弁 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 弁本体 
･全体に腐食激しい。（※設置場所は屋
外） 

･手動操作はやや重い。 

11 頁№1～3

12 頁№4 

･補修塗装 
･ｽﾃﾑﾌﾞｯｼｭ交換 

2 電動操作部 ･電動操作不可。（グリス漏れによる） 11 頁間№2 
･Ｃ級点検整備 
（※内容は別紙） 

 

 

1-2）消化槽汚泥移送弁 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 弁本体 ･外観上は特に異常なし。 18 頁№6 
･補修塗装 
･ｽﾃﾑﾌﾞｯｼｭ交換 

2 電動操作部 
･電動-手動切替ｲﾝﾀｰﾛｯｸｽｲｯﾁ故障による
動作不良あり。 

17 頁№1～3
･Ｃ級点検整備 
（※内容は別紙） 
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1-3-1）１号汚泥引抜弁 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 弁本体 ･外観上は特に異常なし。 26 頁№6 
･補修塗装 
･ｽﾃﾑﾌﾞｯｼｭ交換 

2 電動操作部 ･操作箱内オイル漏れあり。 25 頁№1 

･Ｃ級点検整備 
（※内容は別紙） 
･モーター交換 

 

 

1-3-2）２号汚泥引抜弁 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 弁本体 ･外観上は特に異常なし。 
27 頁№1 №2

28 頁№5 

･補修塗装 
･ｽﾃﾑﾌﾞｯｼｭ交換 

2 電動操作部 ･操作箱内オイル漏れなし。 27 頁№2 
･Ｃ級点検整備 
（※内容は別紙） 

 

 

1-3-3）３号汚泥引抜弁 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 弁本体 ･外観上は特に異常なし。 30 頁№6 
･補修塗装 
･ｽﾃﾑﾌﾞｯｼｭ交換 

2 電動操作部 ･操作箱内オイル漏れあり。 29 頁№1 №2

･Ｃ級点検整備 
（※内容は別紙） 
･モーター交換 

 

 

2）消化汚泥ポンプ 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 ポンプ本体 

･外観上は特に異常なし。 
･手廻し確認では固着しており回転不可。
(工具にて強制的に回転させ確認) 

･運転状態良好。(異音,異常振動等なし)
･軸封水部より漏れあり 

33 頁№1 

33 頁№2 

 

 

34 頁№5 
･オバーホール 

2 電動機 
･外観上は特に異常なし。 
･運転状態は良好。 

なし 
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3-1）１号床排水ポンプ 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 ポンプ本体 
･発錆、腐食あり。 
･運転状態は良好。 

37 頁№2 №3

 
･オーバーホール 

2 電気ｹｰﾌﾞﾙ ･外観上は特に問題箇所はなし。 なし 

 

 

3-2）２号床排水ポンプ 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 ポンプ本体 
･発錆、腐食あり。 
･運転状態：異音あり。 
･絶縁抵抗低下。 

37 頁№2 №3

･絶縁抵抗が低下し
ており漏電の危険
があるため早急に
更新が必要。 
(現在、雨水排水用
に使用中) 

2 電気ｹｰﾌﾞﾙ ･外観上は特に問題箇所はなし。 なし 

 

 

4）脱硫装置 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 槽本体 
･発錆あり。 
･変形、損傷等はなし。 

40 頁№2 

40 頁№1 
･補修塗装 

2 点検歩廊 
･発錆、腐食激しい。 
･階段根元に腐食 

41 頁№6 

41 頁№5 

･再塗装 
･腐食部補強材溶
接し補修 

3 
デリック 
クレーン 

･発錆あり。 
･変形、損傷等はなし。 

なし ･補修塗装 

4 投入弁 
･本体発錆、腐食あり。 
･手動操作可能もシール性に問題あり。

42 頁№7 

 

5 
電動 
ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 

･電動操作は良好。 42 頁№8 ･補修塗装 

6 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ ･電動操作は良好。 なし ･補修塗装 

7 電気操作盤 
･盤底板部腐食激しく、穴あきあり。 
･端子台腐食、配線被覆剥割れあり。 

42頁№9 44 頁№13

43 頁№10 №11 

8 電気配線 ･ゲーブル被覆割れ、損傷あり。 43 頁№12 

   ※判定は「再使用可（整備要）」となりますが、 も必要となります。 
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5）ガス貯留タンク 

№ 部位 調査結果 該当写真 修繕推奨項目 

1 接ガス部 

･底板に腐食による穴あり。（ピストン
デッキとの接触部） 

 ※補修塗装（タッチアップ）実施 
 ※鉄セメントによる補修実施 
･その他は堆積物、ドレン溜りなく良
好。 

47 頁～48 頁 

№2～№6 

 

 

なし 

･腐食穴あき部は当
板補修 

･全面再塗装 

2 
外面 

(側面,屋根) 

･経年劣化による塗膜剥がれ、発錆が激
しい。 

･屋根センター歩廊の手摺が腐食によ
り一部脱落あり。 

･底板防水シーリングが経年劣化によ
る剥離あり。 

49 頁～50 頁 

№7～№11 

 

49 頁№7 

 

50 頁№11 №12 

･全面再塗装 
･手摺一部更新 

･雨水浸入防止カバ
ー設置 

3 非接ガス部 

･ピストンデッキ上面のレベリングワ
イヤーホルダ部に腐食穴あり。 

 ※鉄セメントによる補修実施 
･ピストンデッキドーム部亀甲周りに
錆が発生し一部腐食あり。 

･ピストン傾斜計が腐食により使用で
きない。 

51 頁№15 

52 頁№16 

 

 

51 頁№13 №14 

 

52 頁№17 №18 

･レベリングワイヤ
ーホルダーの更
新、ワイヤホルダ
ー周辺の当板補修
及び補修塗装 

･ピストンデッキド
ーム部亀甲周りの
補修塗装 

4 安全弁 ･全体的に腐食が激しい。 53 頁№19 

･補修塗装 
･ﾊﾟｯｷﾝ押え金具の
交換 
(SS から SUS) 

5 計器類 
･容量発信器のダイヤルカバー破損。 
･圧力計不良。（指示値ズレ） 

53 頁№20 

53 頁№21 
 

6 シール膜 
･経年劣化、長期の運転停止による硬
化。 

54 頁№22 

 ※判定は「再使用可（整備要）」となりますが、 も必要となります。 

 

 

 

 

 

 

－以 上－ 
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1-1　消化槽汚泥投入弁
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称 消化槽汚泥投入弁
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式
駆動部型式 HMB-00
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

電動操作不可（操作禁止の表示）

総合判定

電動機開閉機の整備に併せて交換されることを推奨致します。

ただし、設置より２７年経過しており、電気部品等に経年による劣化が見受けられました。
メーカー規定の点検基準から判断致しますとＣ級点検整備が必要です。
また、1984年から1991年まで１日１回程度稼動されたとのことから、ステムブッシュが磨耗しているものと推測されます。

・手動、自動インターロックの確認

点検結果
スイッチボックス内にグリースが入っていたこともあり、動作確認を実施致しませんでした。
手動による仕切弁の開閉動作につきましては、正常に動作することを確認致しました。

・弁本体、操作機の塗装・腐食状況
・弁本体、操作機の破損・変形等異常の有無
点検内容

手動操作：やや重い　【参照写真：No.４】
弁本体

外ネジ電動仕切弁　φ２００　製番：８４Ｊ－３１８－１　

・開閉リミットスイッチの動作確認
・開閉動作の確認

・操作機内部（機器・配線等）の腐食・損傷等異常の有無
・手動操作による動作確認
・絶縁抵抗の測定
・異常音の有無

平成23年10月13日愛知県　殿

豊川浄化センター 前澤工業（株）

・開閉時間の確認
・開度指示計の指針確認

・異常振動の有無

汚泥処理施設　汚泥消化設備

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

電動操作部 Ｃ級点検整備

補修塗装
ステムブッシュ交換

外観目視確認、無負荷運転状態愛知県豊橋市新西浜町地内

Ｃ級点検整備により再使用が可能です。
（次ページ電動操作開閉機点検整備基準書参照下さい。）

全体的に腐食が激しい。（特に弁棒）【参照写真：No.１～No.３】

・電流値の測定
・トルクスイッチの動作確認

・異常発熱の有無
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１．開閉作動確認

２．作動中の異音の有無

３．各ｽｲｯﾁ類の動作

１．外観

２．端子箱内の油漏れの有無

３．電流値の測定

４．絶縁抵抗の測定

５．配線損傷の有無

６．端子のゆるみの有無

７．各スイッチ類の動作

８．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

１．各スイッチ類の取替

２．グリースの取替

３．外部塗装補修

（ ７ 年 ）

Ａ　　級

（ ３ 年 ）

（ ５ 年 ）

Ｂ　　級

点検時期

点検等級 Ｃ級

１０年

作　動　確　認

（ １ 年 ご と ）

Ａ級

３年、５年

Ｂ級

７年

品　　　名 点　検　項　目 内　　　　　　　　　　　　　容

点　検　等　級

（ﾊﾞﾙﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）

電動操作機

４．その他Ａ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）各スイッチ類

３）グリース

４）塗料

１．電動操作機を工場に持ち込み、分解点検

２．ベアリング、オイルシール取替

３．ウォームホイル及びウォームギヤ摩耗測定

４．その他Ｂ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）ベアリング、オイルシール

３）各スイッチ類

４）グリース

５）塗料

Ｃ　　級

（１０年）
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写真貼り付け位置

劣化が激しい

ＮＯ．１

スイッチボックス

内部状況

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

発錆あり

撮 影 状 況 内部状況

整 理 № ＮＯ．２

名 称 スイッチボックス

機器名：消化槽汚泥投入弁

機器名：消化槽汚泥投入弁

劣化が激しい

撮 影 状 況 状況

整 理 № ＮＯ．３

名 称 手動ハンドル

機器名：消化槽汚泥投入弁
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撮 影 状 況 手動操作確認中

整 理 № ＮＯ．４

名 称 手動ハンドル

操作機

ハンドルが重い
電動操作不可（操作禁止の表示）

のため、手動操作にて確認中

機器名：消化槽汚泥投入弁

機器名：消化槽汚泥投入弁

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

整 理 № ＮＯ．５

名 称

整 理 № ＮＯ．６

機器名：消化槽汚泥投入弁

名 称 操作機

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

 　　　12　　　

別紙4-14



1-2　消化槽汚泥移送弁
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称 消化槽汚泥移送弁
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式
駆動部型式 HMB-00
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

電動⇔手動切換えインターロックスイッチ故障。

総合判定

インターロックスイッチが故障しておりました。インターロックスイッチを短路して動作確認を実施した結果、正常に動作する
ことを確認致しました。ただし、設置より２７年経過しており、電気部品等に経年による劣化が見受けられました。
メーカー規定の点検基準から判断致しますとＣ級点検整備が必要です。
また、1984年から1991年まで１日１回程度稼動されたとのことから、ステムブッシュが磨耗しているものと推測されます。

・手動操作による動作確認

・開閉動作の確認
・開度指示計の指針確認
・開閉時間の確認

電気部品に経年劣化が見られる。

・異常振動の有無
・異常発熱の有無
・開閉リミットスイッチの動作確認

点検結果

平成23年10月13日愛知県　殿

豊川浄化センター 前澤工業（株）

外ネジ電動仕切弁　φ２００　製番：８４Ｊ－３１８－２　

汚泥処理施設　汚泥消化設備

外観目視確認、無負荷運転状態

・電流値の測定
・トルクスイッチの動作確認
・手動、自動インターロックの確認

・弁本体、操作機の破損・変形等異常の有無
・弁本体、操作機の塗装・腐食状況
・操作機内部（機器・配線等）の腐食・損傷等異常の有無

点検内容

電動機開閉機の整備に併せて交換されることを推奨致します。

Ｃ級点検整備

・絶縁抵抗の測定
・異常音の有無

電動操作部

機器名称 不具合個所他・内容等

補修塗装外観上は特に異常なし。参照写真：【No.６】
手動、電動操作良好。　参照写真：【No.２～No.３】

弁本体

Ｃ級点検整備により再使用が可能です。
（次ページ電動操作開閉機点検整備基準書参照下さい。）

ステムブッシュ交換

愛知県豊橋市新西浜町地内

備　　　　　　考

処置対策他
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１．開閉作動確認

２．作動中の異音の有無

３．各ｽｲｯﾁ類の動作

１．外観

２．端子箱内の油漏れの有無

３．電流値の測定

４．絶縁抵抗の測定

５．配線損傷の有無

６．端子のゆるみの有無

７．各スイッチ類の動作

８．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

１．各スイッチ類の取替

２．グリースの取替

３．外部塗装補修

（ ７ 年 ）

Ａ　　級

（ ３ 年 ）

（ ５ 年 ）

Ｂ　　級

点検時期

点検等級 Ｃ級

１０年

作　動　確　認

（ １ 年 ご と ）

Ａ級

３年、５年

Ｂ級

７年

品　　　名 点　検　項　目 内　　　　　　　　　　　　　容

点　検　等　級

（ﾊﾞﾙﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）

電動操作機

４．その他Ａ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）各スイッチ類

３）グリース

４）塗料

１．電動操作機を工場に持ち込み、分解点検

２．ベアリング、オイルシール取替

３．ウォームホイル及びウォームギヤ摩耗測定

４．その他Ｂ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）ベアリング、オイルシール

３）各スイッチ類

４）グリース

５）塗料

Ｃ　　級

（１０年）
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機器名：消化槽汚泥移送弁

機器名：消化槽汚泥移送弁

手動操作良好

撮 影 状 況 手動操作確認

整 理 № ＮＯ．２

名 称 スイッチボックス

内部目視点検中

ＮＯ．１

スイッチボックス

内部状況

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

写真貼り付け位置

機器名：消化槽汚泥移送弁

電動⇔手動切替
インターロックスイッチ故障

電気部品に経年劣化が見られる

撮 影 状 況 トルクスイッチ

整 理 № ＮＯ．３

名 称 スイッチボックス
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機器名：消化槽汚泥移送弁

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

整 理 №

絶縁抵抗測定中

ＮＯ．５

名 称 操作機

機器名：消化槽汚泥移送弁

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

整 理 № ＮＯ．４

名 称 操作機

総合動作確認
電気部品に経年劣化有り

撮 影 状 況 動作確認

整 理 № ＮＯ．６

名 称 弁本体

機器名：消化槽汚泥移送弁
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1-3　消化槽汚泥引抜弁
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式
駆動部型式 HMB-00
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

１号汚泥引抜弁

総合判定

・開閉時間の確認

オイルシールが経年により劣化し、それによりオイルシールと他部品の間に隙間が生じた結果、ミスト状になったオイルが
漏れ出し、それが冷えて液状になったオイルがスイッチボックスに溜まったものと推定されます。
動作確認を実施した結果、正常に動作することを確認致しました。
ただし、設置より２７年経過しており、電気部品等に経年による劣化が見受けられました。

・電流値の測定
・トルクスイッチの動作確認
・手動、自動インターロックの確認

点検結果
スイッチボックス内にオイルが溜まっておりました。

・異常振動の有無
・異常発熱の有無
・開閉リミットスイッチの動作確認
・開閉動作の確認

・弁本体、操作機の破損・変形等異常の有無
・弁本体、操作機の塗装・腐食状況
・操作機内部（機器・配線等）の腐食・損傷等異常の有無
・手動操作による動作確認

・開度指示計の指針確認

モーター交換　【参照写真：No.１】

外ネジ電動仕切弁　φ２００　製番：８４Ｊ－３１８－２　

弁本体
ステムブッシュ交換

平成23年10月13日愛知県　殿

豊川浄化センター 前澤工業（株）

電動操作部 Ｃ級点検整備

愛知県豊橋市新西浜町地内 外観目視確認、無負荷運転状態

Ｃ級点検整備により再使用が可能です。
次ページ電動操作開閉機点検整備基準書参照下さい。

汚泥処理施設　汚泥消化設備

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

補修塗装

消化槽　１号汚泥引抜弁

操作箱内オイル漏れあり

外観上は特に異常なし。　【参照写真：No.６】
手動、電動操作良好。　【参照写真：No.２～No.３】

点検内容

・絶縁抵抗の測定
・異常音の有無

メーカー規定の点検基準から判断致しますとＣ級点検整備が必要です。
また、1984年から1991年まで１日１回程度稼動されたとのことから、ステムブッシュが磨耗しているものと推測されます。
電動機開閉機の整備に併せて交換されることを推奨致します。
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式
駆動部型式 HMB-00
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

総合判定

・手動操作による動作確認
・絶縁抵抗の測定
・異常音の有無
・異常振動の有無

電動操作部 Ｃ級点検整備

・開閉時間の確認

・異常発熱の有無
・開閉リミットスイッチの動作確認

・電流値の測定

・弁本体、操作機の塗装・腐食状況
・操作機内部（機器・配線等）の腐食・損傷等異常の有無

・開閉動作の確認
・開度指示計の指針確認

・手動、自動インターロックの確認

点検結果
動作確認を実施した結果、正常に動作することを確認致しました。

・弁本体、操作機の破損・変形等異常の有無

操作箱内オイル漏れなし

点検内容

外ネジ電動仕切弁　φ２００　製番：８４Ｊ－３１８－２　

ただし、設置より２７年経過しており、電気部品等に経年による劣化が見受けられました。

外観上は特に異常なし。　【参照写真：No.１、No.２、No.５】

手動、電動操作良好。　【参照写真：No.１】
弁本体

ステムブッシュ交換

・トルクスイッチの動作確認

平成23年10月13日愛知県　殿

豊川浄化センター 前澤工業（株）

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

消化槽　２号汚泥引抜弁

メーカー規定の点検基準から判断致しますとＣ級点検整備が必要です。
また、1984年から1991年まで１日１回程度稼動されたとのことから、ステムブッシュが磨耗しているものと推測されます。

外観目視確認、無負荷運転状態

汚泥処理施設　汚泥消化設備

愛知県豊橋市新西浜町地内

補修塗装
２号汚泥引抜弁

電動機開閉機の整備に併せて交換されることを推奨致します。

Ｃ級点検整備により再使用が可能です。
次ページ電動操作開閉機点検整備基準書参照下さい。

備　　　　　　考
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式
駆動部型式 HMB-00
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

３号汚泥引抜弁

モーターの内部にオイルが侵入している可能性がある為、モーターも併せて交換されることを推奨致します。
動作確認を実施した結果、正常に動作することを確認致しました。
ただし、設置より２７年経過しており、電気部品等に経年による劣化が見受けられました。
メーカー規定の点検基準から判断致しますとＣ級点検整備が必要です。
また、1984年から1991年まで１日１回程度稼動されたとのことから、ステムブッシュが磨耗しているものと推測されます。
電動機開閉機の整備に併せて交換されることを推奨致します。

総合判定

・弁本体、操作機の塗装・腐食状況
・操作機内部（機器・配線等）の腐食・損傷等異常の有無
・手動操作による動作確認
・絶縁抵抗の測定

・開閉時間の確認
・電流値の測定

・弁本体、操作機の破損・変形等異常の有無

電動操作部

弁本体

　【参照写真：No.１、No.２】 モーター交換

補修塗装

点検結果
スイッチボックス内にオイルが溜まっておりました。

・異常音の有無
・異常振動の有無
・異常発熱の有無
・開閉リミットスイッチの動作確認
・開閉動作の確認
・開度指示計の指針確認

・トルクスイッチの動作確認
・手動、自動インターロックの確認

外観上は特に異常なし。　【参照写真：No.６】
手動、電動操作良好。　【参照写真：No.３】 ステムブッシュ交換

操作箱内オイル漏れあり

汚泥処理施設　汚泥消化設備

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

オイルシールが経年により劣化し、それによりオイルシールと他部品の間に隙間が生じた結果、ミスト状になったオイルが

消化槽　３号汚泥引抜弁

外ネジ電動仕切弁　φ２００　製番：８４Ｊ－３１８－２　

Ｃ級点検整備

漏れ出し、それが冷えて液状になったオイルがスイッチボックスに溜まったものと推定されます。

愛知県豊橋市新西浜町地内

点検内容

平成23年10月13日愛知県　殿

豊川浄化センター 前澤工業（株）

外観目視確認、無負荷運転状態

Ｃ級点検整備により再使用が可能です。
次ページ電動操作開閉機点検整備基準書参照下さい。
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１．開閉作動確認

２．作動中の異音の有無

３．各ｽｲｯﾁ類の動作

１．外観

２．端子箱内の油漏れの有無

３．電流値の測定

４．絶縁抵抗の測定

５．配線損傷の有無

６．端子のゆるみの有無

７．各スイッチ類の動作

８．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

１．各スイッチ類の取替

２．グリースの取替

３．外部塗装補修

（ ７ 年 ）

Ａ　　級

（ ３ 年 ）

（ ５ 年 ）

Ｂ　　級

点検時期

点検等級 Ｃ級

１０年

作　動　確　認

（ １ 年 ご と ）

Ａ級

３年、５年

Ｂ級

７年

品　　　名 点　検　項　目 内　　　　　　　　　　　　　容

点　検　等　級

（ﾊﾞﾙﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）

電動操作機

４．その他Ａ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）各スイッチ類

３）グリース

４）塗料

１．電動操作機を工場に持ち込み、分解点検

２．ベアリング、オイルシール取替

３．ウォームホイル及びウォームギヤ摩耗測定

４．その他Ｂ級点検に準拠

５．取替部品 １）端子箱ふた用ガスケット及びボルト

ナット類

２）ベアリング、オイルシール

３）各スイッチ類

４）グリース

５）塗料

Ｃ　　級

（１０年）

 　　　22　　　

別紙4-26



 　　　23　　　

別紙4-27



 　　　24　　　

別紙4-28



写真貼り付け位置

オイル漏れ確認

ＮＯ．１

スイッチボックス

内部状況

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

手動操作良好
ステムブッシュが磨耗している

撮 影 状 況 手動操作確認

整 理 № ＮＯ．２

名 称 スイッチボックス

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁

作動確認正常

撮 影 状 況 トルクスイッチ

整 理 № ＮＯ．３

名 称 スイッチボックス

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁
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撮 影 状 況 絶縁抵抗測定

整 理 № ＮＯ．４

名 称 操作機

操作機

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

整 理 № ＮＯ．５

名 称

整 理 № ＮＯ．６

機器名：消化槽　１号汚泥引抜弁

名 称 弁本体

撮 影 状 況 動作確認

動作確認正常
ステムブッシュが磨耗している
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写真貼り付け位置

手動操作良好

ＮＯ．１

弁本体

手動操作確認

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

インターロックスイッチ作動確認
正常に動作し良好

ステムブッシュが磨耗している

撮 影 状 況 作動確認

整 理 № ＮＯ．２

名 称 インターロックスイッチ

機器名：消化槽　２号汚泥引抜弁

機器名：消化槽　２号汚泥引抜弁

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定

整 理 № ＮＯ．３

名 称 操作機

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

機器名：消化槽　２号汚泥引抜弁
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絶縁抵抗測定中

整 理 № ＮＯ．４

名 称 操作機

ＮＯ．５

名 称 弁本体

整 理 №

正常に動作しているが
ステムグッシュが磨耗している

撮 影 状 況 動作確認

機器名：消化槽　２号汚泥引抜弁

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

機器名：消化槽　２号汚泥引抜弁

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．６

名 称

撮 影 状 況
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写真貼り付け位置

ボックス内オイル漏れ確認

ＮＯ．１

スイッチボックス

内部状況

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

モーター内部までオイルが
侵入している可能性がある

オイル漏れ確認

撮 影 状 況 目視確認

整 理 № ＮＯ．２

名 称 モーター接続部

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁

撮 影 状 況 作動確認

整 理 № ＮＯ．３

名 称 リミットスイッチ

正常に動作確認
経年による劣化が見られる

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁
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絶縁抵抗測定

整 理 № ＮＯ．４

名 称 操作機

ＮＯ．５

名 称 操作機

整 理 №

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

撮 影 状 況 絶縁抵抗測定中

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁

絶縁抵抗測定中（100MΩ以上）

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．６

名 称 弁本体

撮 影 状 況 動作確認

正常に動作しているが、
ステムブッシュが磨耗している

機器名：消化槽　３号汚泥引抜弁
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2　消化汚泥ポンプ
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式 横軸無閉塞型汚泥ポンプ　製造：㈱荏原製作所
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

消化汚泥引抜弁

総合判定

電動機

・異音、異常振動等なしで運転状態良好。
【参照写真：No.2】

【参照写真：No.1】

【参照写真：No.5】

平成23年10月4日愛知県　殿

豊川浄化センター ㈱マルティーポンプコンサルタント

愛知県豊橋市新西浜町地内

オーバーホール・外観上は特に異常なし。

・固着していて手回し回転不可にて、工具使用にて回転確認。

ポンプ本体

オーバーホール

外観目視確認、無負荷運転状態

オーバーホール整備により再使用が可能です。

汚泥処理施設　汚泥消化設備

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

消化汚泥ポンプ　

・軸封水部より漏れあり。

・外観上は特に異常なし。
・運転状態は良好。
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機器名：消化汚泥ポンプ

機器名：消化汚泥ポンプ

撮 影 状 況

固着により回転不能なため、
工具にて回転確認

撮 影 状 況 手回し

整 理 № ＮＯ．２

名 称 本体

外観目視点検中
特に異常なし

ＮＯ．１

本体

外観目視し

整 理 №

名 称

写真貼り付け位置

機器名：消化汚泥ポンプ

目視点検
軸部腐食状態確認

撮 影 状 況 目視

整 理 № ＮＯ．３

名 称 軸部
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目視点検
グランド部軸封水漏れ有り

撮 影 状 況 目視

機器名：消化汚泥ポンプ

ＮＯ．５整 理 №

撮 影 状 況 目視

名 称 軸封部

整 理 № ＮＯ．４

名 称 軸封部

目視点検
グランド部軸封水漏れ有り

機器名：消化汚泥ポンプ

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．６

名 称
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3　消化槽弁操作室床排水ポンプ
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称
設置年月 昭和５９年

（主要機器類） 型　　　式

使用状況 平成１３年より現在まで休止中

運転確認

総合判定

No.1：ポンプの更新が必要です。
設置から10年が過ぎ、絶縁抵抗値が落ちてきていることから、

No.2：ポンプ及びバルブ類の更新が必要です。

　　　　　　　　（基準値：1MΩ）

愛知県豊橋市新西浜町地内

してくる状況です。

ポンプが逆回転するとインペラナットの緩みを誘発して、

平成23年10月4日愛知県　殿

豊川浄化センター ㈱マルティーポンプコンサルタント

絶縁抵抗値

KT-15BX2型　水中汚水ポンプ　製造：㈱鶴見製作所
口径φ50mm×吐出量0.3 /min×吐出圧8m　440V　60Hz　1.5kW

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

・No.1ポンプ　3MΩ

【参照写真：No.2、No.3】
目視点検

・No.2ポンプのチャッキ弁が動作不良を起こしているため、

汚泥処理施設　汚泥消化設備

外観目視確認、無負荷運転状態

消化槽弁操作室床排水ポンプ　（No.1　No.2）　計２台

No.1ポンプが作動するとNo.2ポンプを通って水が槽内へ逆流

故障につながる原因となります。

・No.2ポンプ　0.4MΩで漏電の危険性があります。

更新・No.2ポンプ起動時に異音がします。

更新

更新

・錆、腐食、汚れが見受けられました。

【参照写真：No.3】
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写真貼り付け位置

№1床排水ポンプ
№2床排水ポンプ

ＮＯ．１

水中ポンプ

設置場所

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

排水ピット内部

撮 影 状 況 外観目視

整 理 № ＮＯ．２

名 称 水中ポンプ

機器名：消化槽弁操作室用床排水ポンプ

機器名：消化槽弁操作室用床排水ポンプ

№1ポンプのチャッキ弁が動作不良を
起こしているため、№１ポンプが作動

すると№2ポンプを通って水が槽内へ逆流
№1から№2へ逆流

撮 影 状 況 運転

整 理 № ＮＯ．３

名 称 水中ポンプ

機器名：消化槽弁操作室用床排水ポンプ
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4　脱硫装置
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者 高槻、大谷他

設備名称 機器番号 84011-11

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称 脱硫装置
設置年月 昭和６０年１１月

（主要機器類） 型　　　式 乾式脱硫装置　         　　　１台
処理風量 １７０ /H
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

･上部マンホール取付ボルト腐食のため取外し不可。
　　【写真③】

・塗装状態は良好と思われる。【写真④】 ⇒再使用に際し補修塗装

④ 点検歩廊、階段
･塗装の経年劣化による剥離、腐食が激しい。【写真⑥】

⑤ 脱硫剤投入弁、取出弁 ･塗装の経年劣化による剥離、腐食あり。【写真⑦】
･操作性悪い。

⑥ 電動チェーンブロック ･経年劣化による塗装剥離、発錆あり。【写真⑧】
･電動操作は問題なし。（使用可能と思われる）

⑦ バイブレーター ･経年劣化による塗装剥離、発錆あり。
･電動操作は問題なし。（使用可能と思われる）

⑧ 操作盤
･端子台、内部配線劣化。【写真⑪】

⑨ 電気配線(ケーブル） ・電線管の腐食が激しい。【写真⑫】
　 ・ケーブル被覆に所々破れあり。

①所見
　　・脱硫塔はほぼ健全な状態でが再使用にあたり、内外面とも補修塗装を推奨します。
　　・歩廊、階段は塗装の劣化による腐食が激しく、全面再塗装が必要です。
　　・脱硫剤投入弁、取出弁は更新を推奨します。
　　・電動チェーンブロック、バイブレーターは再使用可能と思われます。
　　・操作盤は劣化、腐食が激しく、新品更新を推奨します。
　　・操作盤～チェーブロック、バオブレーター間の電気配線は損傷が激しく、新規取替を推奨します。

備　　　　　　考

処置対策他機器名称 不具合個所他・内容等

⇒当板補強
⇒全面再塗装
⇒ボルト,ナット,パッキン交換要

･側板下部基礎部に腐食あり。【写真②】
･塗装全面劣化、剥離あり。

① 脱硫塔本体（外面）

・その他損傷等大きな問題はなし。

平成２３年１０月５日（水 ）愛知県　殿

豊川浄化センター

汚泥処理施設ガス貯留タンク設備

・損傷等大きな問題はなし。

・板厚測定の結果は問題なし。（次頁の測定記録参照）

⇒当材補強溶接

⇒補修塗装

⇒全面再塗装

⇒新規取替

⇒新品に更新

外観目視確認、無負荷運転状態愛知県豊橋市新西浜町地内

② 脱硫塔本体（内面）

③ 脱硫塔本体（板厚測定）

･踊場脚部に腐食あり。【写真⑤】

⇒新品に更新

⇒補修塗装

・底板部が激しく腐食し穴あきあり。【写真⑨⑩】
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写真貼り付け位置

外観目視点検
塗装全面劣化

ＮＯ．１

脱硫塔

全景

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

側板下部基礎部に腐食あり

撮 影 状 況 底板部腐食状況

整 理 № ＮＯ．２

名 称 脱硫塔

機器名：脱硫装置

機器名：脱硫装置

上部マンホール取付ボルト
腐食のため取り外し不可

撮 影 状 況 上部マンホール

整 理 № ＮＯ．３

名 称 脱硫塔

機器名：脱硫装置
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撮 影 状 況 内部状況

整 理 № ＮＯ．４

名 称 脱硫塔

塗装状態は良好
損傷等大きな問題なし

機器名：脱硫装置

整 理 №

階段脚部
腐食が激しい

撮 影 状 況 階段脚部腐食状態

機器名：脱硫装置

ＮＯ．５

名 称 脱硫塔

整 理 № ＮＯ．６

名 称 脱硫塔

撮 影 状 況 歩廊、階段腐食状態

点検歩廊、階段、踊場部
塗装の経年劣化による剥離、

発錆あり

機器名：脱硫装置
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吊上げ装置名 称

ＮＯ．８整 理 №

撮 影 状 況 脱硫剤投入弁状況

整 理 № ＮＯ．７

名 称 脱硫塔

塗装の経年劣化による剥離
腐食あり

操作性悪い

経年劣化による塗装剥離、
発錆あり

電動操作は問題なし

撮 影 状 況 電動チェンブロック

機器名：脱硫装置

機器名：脱硫装置

名 称 操作盤

配線劣化

撮 影 状 況 端子台状況

整 理 № ＮＯ．９

機器名：脱硫装置
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整 理 № ＮＯ．１０

名 称 操作盤

整 理 № ＮＯ．１１

名 称 操作盤内

端子台、内部配線劣化

撮 影 状 況 端子台状況

撮 影 状 況 配線劣化状況

配線劣化状態

機器名：脱硫装置

機器名：脱硫装置

撮 影 状 況 電気配線腐食状況

整 理 № ＮＯ．１２

名 称 操作盤

電線管の腐食が激しい
ケーブル被覆に所々破れあり

機器名：脱硫装置
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機器名：脱硫装置

撮 影 状 況 操作盤腐食孔状況

整 理 № ＮＯ．１３

名 称 操作盤

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．１４

名 称

底板部が激しく腐食し穴あきあり

名 称

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．１５
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5　ガス貯留タンク
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客 先 名 点検年月日

設備名称 点  検  者 布川　伸一

設備名称 機器番号

住     所 点検状況他

設備概要 機器名称 ガス貯留タンク
設置年月 昭和６０年　９月

（主要機器類） 型　　　式 乾式ガスホルダ　　１基
容量
使用状況 平成１３年より現在まで休止中

・更新が必要です。

④安全弁

⑤計器類

⑥シール膜

・ピストンデッキドーム部亀甲周りの補修塗装が必要です。
・ピストン傾斜計の更新が必要です。

・再塗装、パッキン、押え金具の交換が必要です。

・容量発信器、圧力計の更新を推奨します。

推奨項目個所

①接ガス部 ・レベリングワイヤーホルダー下部に、接ガス部側からの当板補修及び塗装が必要です。

③非接ガス部 ・ベアリングワイヤーホルダーの更新、近傍の当板補修及び近傍の補修塗装が必要です。

・接ガス部の塗装に関しては、建設後25年以上経過しているため再塗装が必要です。

・容量発信器のダイヤルカバーが破損しております。

・経年劣化及び長期運転停止による硬化の跡が、シール膜のシワの発生によって確認されました。

②外面（側面、屋根、付属品）・全面再塗装、脱離した屋根センター歩廊手摺の更新が必要です。

【参考写真No.22】

⑤計器類

⑥シール膜

【参考写真No.20～No.21】

②外面（側面、屋根、付属品）

・パッキンの押え金具に錆びが発生し、腐食が進行しています。

・経年劣化により塗膜が剥がれ、下塗り色が露出しています。特に屋根板等の塗膜劣化が
【参考写真No.7～No.11】

平成２３年１０月　４日（火 ）愛知県　殿

豊川浄化センター

外観目視確認、無負荷運転状態愛知県豊橋市新西浜町地内

【参考写真No.2～No.6】 ガス側に貫通しておりました。

汚泥処理施設

点検個所

①接ガス部

2100 

不具合個所他・内容等

③非接ガス部

④安全弁
【参考写真No.19】

・ピストンデッキ上面のレベリングワイヤーホルダーに雨水が溜まり、近傍の腐食がかなり
【参考写真No.12～No.18】

・その他全体的に腐食が厳しい状態です。

進行しており腐食孔に関しては鉄セメントにて応急処置を施しました。
・ピストンデッキドーム部亀甲周りに錆びが発生し一部腐食が進行しております。

・底板とピストンデッキの長期接触により、底板の塗膜がピストンデッキ側に一部付着してしまい、

底板に錆びが発生していたため補修塗装（タッチアップ）を行いました。
その他は蓄積物、ドレン詰りもほとんど無く良好な状態です。

・本シール膜の硬度測定結果は、最大値76と許容範囲の2/3ほど硬化が進行しております。

激しく錆びが発生しており、屋根センター歩廊の手摺が腐食により脱落しています。

・ピストン傾斜計が腐食により使用できない状態です。

・圧力計（微圧計）が仮設マノメーターの値と一致しておりません。

・底板防水シーリングの経年劣化で防食テープが剥がれ、シール材に孔が開き本来の
役目を果たしてない状態です。

（シール膜の基準硬度は、使用開始66、許容値が±15です）

必要です。
・雨水浸入防止のためのプーリーカバー、水切板の設置、底板腐食防止用シーリングが

・レベリングワイヤーホルダー近くで雨水による腐食孔があり、ピストンデッキ上面（大気側）から

・今回、パッキンと押えボルトの更新を行い、漏洩が無いことを確認しました。

・鉄セメントで応急処置を行いましたが早急な当板補修が必要です。
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写真貼り付け位置

外観目視点検

ＮＯ．１

ガス貯留タンク

全景

整 理 №

名 称

撮 影 状 況

ピストンデッキ上面（大気側）から
（ガス側）に貫通している

撮 影 状 況 ピストンデッキ貫通孔状況

整 理 № ＮＯ．２

名 称 接ガス部

機器名：ガス貯留タンク

機器名：ガス貯留タンク

鉄セメントで応急処置を行いました

撮 影 状 況 ピストンデッキ補修後

整 理 № ＮＯ．３

名 称 接ガス部

機器名：ガス貯留タンク
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ピストンデッキ裏面腐食孔有り
当板補修が必要です

機器名：ガス貯留タンク

整 理 №

撮 影 状 況
ピストンデッキ裏面腐食孔状

況

整 理 № ＮＯ．４

名 称 接ガス部

ピストンデッキ裏面腐食孔状況
拡大１

撮 影 状 況
ピストンデッキ裏面腐食孔状

況【拡大1】

機器名：ガス貯留タンク

ＮＯ．５

名 称 接ガス部

ピストンデッキ裏面腐食孔状況
拡大２

整 理 № ＮＯ．６

名 称 接ガス部

撮 影 状 況
ピストンデッキ裏面腐食孔状

況【拡大2】

機器名：ガス貯留タンク
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外面名 称

ＮＯ．８整 理 №

ＮＯ．７

名 称 外面

機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況 手摺脱落状況

整 理 №

撮 影 状 況 点検歩廊錆状況

機器名：ガス貯留タンク

屋根センター歩廊の手摺が
腐食により脱落しています

経年劣化により塗膜が剥がれ
ております

経年劣化によりと膜が剥がれております

機器名：ガス貯留タンク

名 称 外面

整 理 № ＮＯ．９

経年劣化によりと膜が剥がれております

撮 影 状 況
貯留タンク屋根・付属品錆状

況
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経年劣化で防食テープが剥がれ、
シール材に孔が開き本来の役目

を果たしていない状態です

撮 影 状 況 底板防水シーリング剥離状況

整 理 №

機器名：ガス貯留タンク

機器名：ガス貯留タンク

ＮＯ．１０

名 称 外面

整 理 № ＮＯ．１１

名 称 外面

撮 影 状 況 底板防水シーリング剥離状況【拡大】

防食テープ劣化状態
拡大

機器名：ガス貯留タンク

整 理 № ＮＯ．１２

名 称 非接ガス部

レベリングワイヤーホルダーに雨水が溜ま
り、近傍の腐食がかなり進行しております

撮 影 状 況 ピストンデッキ腐食状況
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撮 影 状 況
ピストンデッキ腐食孔状況

【拡大】

整 理 № ＮＯ．１４

名 称 非接ガス部

機器名：ガス貯留タンク

機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況 ピストンデッキ腐食孔状況

整 理 № ＮＯ．１３

名 称 非接ガス部

腐食孔状況目視

腐食孔状況拡大

機器名：ガス貯留タンク

非接ガス部

腐食状況目視

撮 影 状 況
レベリングワイヤホルダ腐

食状況

整 理 № ＮＯ．１５

名 称
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機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況 傾斜計腐食状況

整 理 № ＮＯ．１７

名 称 非接ガス部

機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況
レベリングワイヤホルダ腐

食状況【拡大】

整 理 № ＮＯ．１６

名 称 非接ガス部

腐食状況目視
雨水が溜まり腐食が進行しています

腐食が進行しており、
使用できない状態です

機器名：ガス貯留タンク

腐食状況拡大

撮 影 状 況 傾斜計腐食状況【拡大】

整 理 № ＮＯ．１８

名 称 非接ガス部
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機器名：ガス貯留タンク

機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況 腐食状況

整 理 № ＮＯ．２０

名 称 計器類

撮 影 状 況 容量発信器カバー破損

容量発信器のダイヤルカバーが
破損しております

パッキンと押えボルトに錆が
発生し腐食が進行しています

整 理 № ＮＯ．１９

名 称 安全弁

圧力計（指示値ズレ）

整 理 № ＮＯ．２１

機器名：ガス貯留タンク

撮 影 状 況

名 称 計器類

圧力計が仮設マノメーターの値と
一致しておりません

 　　　53　　　

別紙4-61



機器名：ガス貯留タンク

硬度測定

整 理 № ＮＯ．２２

名 称 シール膜

撮 影 状 況

名 称

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．２３

経年劣化及び長期運転停止による
硬化の跡が、シール膜の発生

によって確認されました。

名 称

撮 影 状 況

整 理 № ＮＯ．２４
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